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新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設

工
費
ば
四
千
四
百
三
十
万
円

下
庄
小
学
校
は
、
総
工
費
四
千
四

百
三
十
万
円
を
費
し
、
鉄
筋
フ
ノ

ク
リ
ー
ド
三
階
建
、
総
坪
数
七
七

五
坪
で
採
光
、
通
風
、
耐
寒
、
衛

生
設
備
の
あ
ら
ゆ
る
点
に
近
代
建

築
の
粋
を
あ
っ
め
、
市
民
待
望
の

う
ち
に
十
一
月
二
十
日
、
い
よ
い

よ
第
一
期
工
事
が
完
成
、
県
内
川

指
の
モ
デ
ル
ス
ク
ー
ル
が
お
目
見

え
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

な
お
第
二
期
工
事
は
、
九
月
一

日
着
工
、
明
年
三
月
末

完
成
の
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

市
制
い
ら
い
一
億
円

　

大
野
市
は
全
国
の
市
の
中
で
二

十
一
番
目
と
い
う
広
い
面
積
を
持

つ
て
い
る
の
で
人
口
の
割
合
に
学

校
数
も
多
く
中
学
校
十
校
、
小
学

校
十
五
校
、
そ
れ
に
分
校
十
三
校

が
あ
り
、
貧
弱
な
市
の
財
政
で
は

こ
れ
ら
の
維
持
管
理
は
な
か
な
か

容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
教
育
の

重
大
性
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
夕
市

政
三
大
重
点
施
策
の
第
一
に
あ
げ

ま
ず
老
朽
校
舎
の
改
築
、
学
校
施

設
の
改
毎
に
あ
た
っ
て
き
て
い
る

　

す
で
に
、
有
終
中
学
校
特
別
教

室
、
有
終
巾
小
学
校
芳
油
教
室
、

有
終
西
小
学
院
特
別
教
室
、
小
由

小
学
校
、
臓
分
校
、
六
凡
師
分
倹

上
庄
小
学
校
講
堂
、
蕨
生
小
学
校

な
ど
0
増
改
築
費
だ
・
ら
び
に
施
設

費
に
一
公
余
づ
円
か
あ
て
ら
れ
、

文
字
ど
お
り
浙
市
の
名
に
ふ
さ
わ

し
い
学
校
が
次
々
に
欧
つ
て
、
生

徒
の
完
よ
教
育
に
腐
心
し
て
い
る

市
建
設
五
ヵ
年
計
川
目
標
へ
教
育

施
設
は
、
一
四
九
％
と
い
う
め
ざ

ま
し
い
行
火
宍
績
を
あ
し
り
て
い
る

（
写
真
は
上
、
新
校
舎
の
外
容
。

　

下
、
校
内
の
一
部
‘

教育委員長に宮田氏
委員長代理松田氏に決る

　

十
月
一
日
午
前
1

0
市
役
に
町
］
で
初
教
育

委
且
会
を
開
き
、
次

の
と
お
り
委
員
の
任

期
を
決
め
、
委
員
長

に
宮
田
開
造
氏
、
委

員
長
代
印
に
松
田
彦

一
郎
氏
を
決
め
た
。

寺
島
利
鏡
（
四
年
）
杉
本
憲
治

（
四
年
）
松
田
彦
一
郎
（
三
年
）

宮
田
開
辿
（
二
年
）
小
林
利
右

衛
門
（
一
年
）

氏鏡利島寺

教
育
長
は
寺
島
氏

職
務
代
理
は
中
村
氏
に

　

教
育
委
員
会
法
の
改
正
に
伴
な

い
、
委
員
0
ら
ち
か
ら
教
育
長
を

県
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
任

命
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
寺
島
利
鏡
氏
を
・
打
育
長
に
任

命
し
、
教
育
長
職
務
代
U
を
中
村

奥
衛
氏
に
決
め
た
。

え
ん
く
七
万
六
千
米

奥
地
開
発
の
宿
願
次
々
に
成
る

―
林
道
荒
島
線
い
よ
い
よ
竣
エ
ー

林
道
荒
島
線
は
、
本
年
七
月

二
十
五
日
第
三
期
工
事
に
着

工
し
延
長
二
八
〇
米
（
幅
員

二
米
）
が
こ
の
程
完
成
し
た
。

こ
れ
で
同
線
の
既
設
林
道
を

含
む
と
八
五
〇
米
と
な
る
。

　

こ
の
路
線
の
利
用
面
積
は
七
十

町
歩
で
蓄
積
材
数
は
針
葉
樹
一
万

五
千
石
、
広
葉
樹
五
千
石
と
い
わ

れ
、
こ
の
方
面
の
奥
地
資
源
が
長

い
眠
り
か
ら
さ
め
る
わ
け
で
、
地

元
民
は
開
発
に
大
き
7
7
2
期
待
を
か

け
て
い
る
。

　

市
の
森
林
面
積
は
約
二
万
町
歩

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
戦
後
の
ら

ん
伐
に
よ
り
荒
廃
に
ま
か
せ
て
あ

つ
た
由
野
も
市
制
と
と
も
に
治
山

治
水
に
主
力
が
注
が
れ
て
き
た
。

　

な
お
本
年
は
、
市
政
三
大
頂
点

施
策
の
一
つ
に
農
林
振
興
が
あ
げ

ら
れ
、
林
道
網
の
新
設
、
補
修
、

荒
㈲
事
業
、
橋
り
よ
う
穴
州
修
新

設
な
ど
に
力
が
置
か
れ
て
き
て
い

ろ
。
こ
の
た
め
年
々
植
林
㈲
積
の

激
む
と
と
も
に
林
道
の
総
延
長
も

七
万
六
千
米
に
お
よ
び
、
そ
の
数

は
五
十
四
線
に
ふ
え
た
。
か
く
し

て
休
み
な
く
治
山
治
水
に
も
市
政

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
写
真
は
で
き
上
っ
た
林
道
荒
島

線
－
木
落
地
籍
）

補
選
投
票
日
は
2
0
日

　

前
市
議
会
譲
ほ
杉
川
三
助
氏
の

辞
退
に
よ
る
補
欠
点
挙
の
投
票
日

は
、
十
一
月
二
十
ロ
に
き
ま
る
。

あなたは名簿に

のっていますか

　

九
月
十
五
日
現

在
で
作
っ
た
基
本

選
挙
人
名
沁
を
、

有
権
者
の
力
に
見

て
戴
く
と
き
が
ま

ま
し
た
。
あ
な
た

の
名
前
が
正
し
く

の
っ
て
い
る
か
お
確
か
め
下
さ
い

▲
と
き
十
一
月
五
日
～
十
九
日

　
　

午
前
八
時
半
～
午
後
五
時

▲
と
こ
ろ
市
役
所
総
務
課
内

　
　

選
挙
管
理
委
員
会

風
見
鶏

　

今
年
も

「
交
化
の

日
」
が
や

つ
て
き
た
。
こ
の
日
に
な
る
と
、

日
本
じ
ゆ
う
9
々
浦
々
に
い
た
る

ま
で
、
文
化
祭
と
称
し
て
色
々
な

催
し
が
行
わ
れ
る
が
、
果
し
て
そ

の
中
の
ど
れ
だ
け
の
催
し
が
「
文

化
」
の
名
に
値
い
す
る
だ
ろ
う
か

▲
明
か
い
ら
い
外
田
か
ら
新
し
い

文
物
が
輸
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、

文
化
と
い
う
言
葉
が
生
れ
「
文
化

住
宅
」
や
「
文
化
カ
マ
ド
」
ま
で

と
び
だ
し
、
最
近
に
い
た
っ
て
は

　

「
文
化
人
」
と
い
う
奇
怪
な
人
種

が
出
現
し
て
し
ま
ヅ

家
や
カ
マ
ド
に
「
文
化
」
を
く
っ

つ
け
れ
ば
売
れ
る
と
い
う
安
易
な

考
え
方
や
、
「
文
化
人
」
と
い
わ
れ

る
と
何
か
え
ら
く
な
っ
た
よ
う
に

考
え
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
「
非
文

化
的
」
な
こ
と
で
、
こ
ん
な
も
の

が
幅
を
き
か
せ
て
い
る
よ
う
で
は

　

「
文
化
国
家
」
に
は
縁
が
遠
い
。

Å
こ
れ
ら
は
「
文
化
」
で
な
く
「
文

明
」
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
文

明
の
進
歩
は
文
化
の
後
退
を
意
味

す
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
起
る
。

文
化
と
は
精
神
の
成
長
尺
度
を
表

L
、
・
y
入
肋
と
は
物
質
生
だ
の
発
達

を
表
す
も
の
で
、
最
初
か
ら
異
質

で
あ
る
の
に
始
終
重
な
り
あ
っ
て

見
え
る
に
す
ぎ
な
い
▲
モ
か
ら

自
分
の
精
神
の
成
長
を
望
み
、
よ

り
高
い
も
の
を
日
標
に
歩
む
人
に

と
っ
て
は
、
一
年
じ
ゆ
う
が
「
文

化
の
日
」
で
あ
り
、
そ
う
い
う
人

こ
そ
真
の
「
文
化
人
」
と
呼
ぶ
に

値
い
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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弥
秋
晴
れ
に
ほ
ほ
え
む
夫
婦
植
林

便利な水道、楽しいくらし

完成急ぐ上打波部落
簡
易
水
道

　

生
活

の
改
善

合
印
化

と
生
産

の
増
強

保
健
衛

生
の
確
保
な
ど
の

点
か
ら
も
、
各
地

で
簡
易
水
道
施
設

の
気
運
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
が
そ
の

一
つ
、
上
打
波
部
落
が
い
宜
工
事
の

完
成
を
急
い
で
い
る
。

　

上
打
波
の
貯
水
槽
は
部
落
よ
り
六

十
七
米
の
地
点
に
設
け
ら
れ
、
水
圧

水
量
と
も
に
申
し
分
が
な
い
。
飲
料

水
の
ほ
か
一
朝
有
事
の
場
合
に
備
え

七
ヵ
所
に
消
火
栓
が
設
け
ら
れ
て
、

水
道
施
設
の
効
果
を
十
二
分
に
発
揮

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
地
元
民

の
喜
び
も
一
し
お
で
あ
る
。

　

こ
れ
で
市
制
い
ら
い
三
千
六
百
四

十
九
万
円
を
費
し
、
五
条
方
、
野
中

東
山
、
開
発
、
唯
野
、
七
板
、
士
打

上
野
、
下
打
波
、
東
6
原
、
西
6
原

犬
山
、
下
黒
谷
、
中
据
、
大
門
、
小

矢
戸
、
上
据
の
六
百
五
十
戸
が
こ
の

文
化
施
設
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。

（写真は簡易水道の取入口）

赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
＝
＝

体
位
は
年
々
よ
く
な
る

l
t
‐
選
ば
れ
た
優
良
児
十
八
名

　

昭
和
二
十
九
牛
六
月
か
ら
同
三
十

　

一
年
五
月
ま
で
に
生
れ
た
乳
兄
し

　

百
五
十
五
名
こ
中
か
ら
、
十
八
名

　

の
優
良
健
康
9
を
選
ん
で
、
十
月

　

二
十
日
、
大
野
公
民
館
で
多
数
の

　

来
賓
を
迎
え
表
彰
式
を
行
っ
た
。

保
健
課
で
は
、
毎
年
赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
診
断
を
行
い
、
発
育
の
状
態
を
調

べ
て
健
康
な
優
良
児
に
育
て
る
指
導

を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
に
年
々

乳
児
の
体
位
は
向
上
し
、
効
果
が
め

だ
っ
て
き
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
七
月
二
十
七
日
か
ら

八
月
十
七
日
ま
で
の
間
に
全
地
に
を

回
り
指
導
を
し
た
結
果
、
次
の
乳
児

を
優
良
健
康
児
と
し
て
、
母
の
養
育

の
労
苦
を
た
た
瓦
、
健
康
已
の
将
来

を
祝
し
て
表
9
し
た
。

　

旭
－
森
川
栄
子
二
番
1
宇
野
裕

　

美
子
、
春
日
1
野
田
孝
則
、
清
水

　

1
山
形
誠
二
、
深
井
―
田
中
達
守

　

鍬
掛
I
北
野
恵
美
子
、
稲
郷
－
村

　

上
裕
子
、
猪
島
I
I
羽
生
伸
昭
、
上

　

打
波
－
幅
岸
良
治
、
5
原
1
田
中

　

光
子
、
伏
石
丿
中
村
寿
美
子
、
不

　

勣
堂
－
中
村
清
一
郎
、
下
唯
野
1

　

阿
部
三
恵
子
、
田
野
1
万
月
巧
、

　

中
荒
井
－
土
屋
卓
義
、
中
保
1
長

谷
川
洋
子
、
矢
I
清
水
順
子
、
上

丁
1
飯
田
光
治

j
影
撮念記

の
児康健良優は

真
写Q

秋
色
い
ま
、
れ
け
優
わ

六
呂
師
原
に
は
周
遊
案
内
図
も

九頭竜

真名峡

　

9
越
一
帯
は
い
ま
も

み
じ
T
色
に
い
ろ
ど
ら

れ
貳
観
を
競
っ
て
い
る

が
、
こ
と
に
九
頭
竜
、
真
名
の
両
け

い
こ
く
は
、
滝
を
作
り
淵
と
な
り
、

重
畳
の
袖
壁

に
点
在
す
る

紅
葉
ま
た
流

れ
に
映
え
、

ま
さ
に
絵
画

以
上
の
眺
め

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
※

※
都
塵
を
遠
く
離
れ
た
雄
大
な
大
高

原
六
呂
師
原
も
、
い
ま
一
望
錦
に
岫

ら
れ
て
、
わ
た
り
く
る
金
風
は
心
ゆ

く
ま
で
疲
れ
た
都
心
を
い
や
し
て
く

れ
る
。

　

な
お
奥
越
高
原
が
県
立
公
園
の
指

定
を
受
け
る
と
と
I
屯
に
、
市
は
公
園

の
充
実
に
腐
心
し
て
き
た
が
、
十
月

末
、
六
呂
師
高
原
に
周
遊
案
内
図
を

作
り
、
変
化
の
多
い
高
原
の
う
ち
に

い
く
た
の
秘
め
ら
れ
た
伝
説
な
ど
を

記
し
た
標
柱
を
立
て
、
高
原
的
気
分

を
十
二
分
に
味
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

（
写
真
、
上
は
六

呂
師
高
原
の
周
遊

案
内
図
。
下
は
真

名
峡
銭
亀
附
近
）

き
れ
い
に
し
よ
う

　
　

ぼ
く
ら
の
公
園

厖易J
｜’1；．゛

面

疲
れ
た
婦
人
に

重
い
汲
水
作
業

　

小
山
地

区
は
世
帯

数
三
百
四

十
二
戸
で
、
そ
の
う

ち
三
百
五
戸
が
農
家

で
占
め
ら
れ
て
い
る

　

い
ま
こ
の
農
家
を

飲
料
水
の
利
用
設
備

別
に
調
べ
て
み
る
と

水
道
（
簡
易
水
道
）

五
十
戸
、
川
水
使
用

が
四
十
戸
、
井
戸
水
の
う
ち
ポ
ン
プ

使
用
百
九
十
二
戸
、
ツ
ル
ベ
を
使
う

も
の
二
十
三
戸
あ
る
。

　

農
家
の
婦
人
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
が

主
人
と
お
な
じ
よ
う
に
、
野
良
で
働

き
、
帰
る
と
疲
れ
た
体
で
狭
い
し
か

も
薄
暗
い
台
所
へ
は
い
り
、
食
事
の

仕
度
に
追
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。

玄
だ
炊
事
の
た
め
、
井
戸
や
川
か
ら

の
汲
水
作
業
に
大
き
な
労
力
と
時
間

が
費
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
弊
害
を
な
く
す
る
た
め

市
制
い
ら
い
簡
易
水
道
の
施
設
に
努

力
が
払
わ
れ
た
の
で
追
々
台
所
の
改

善
も
な
さ
れ
便
利
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
少
し
で
も
婦

人
の
負
担
を
か
る
く
し
て
、
教
養
の

向
上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
の
純
化

お
よ
び
経
済
の
確
立
を
図
り
、
生
活

文
化
の
振
興
に
努
め
る
よ
う
・
め
ざ
め

て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

（
グ
ラ
フ
は
小
山
地
区
の
飲
料
水
設

　

備
別
調
べ
を
表
す
）

飲料水利用設備調
（昭和30年12月1日現在）

ポ
ケ
ッ
ト
に
ぜ
ひ
一
冊

認
年
版
県
民
手
帖

　

昭
和
三
十
二
年
版
県
民
手
帖
の

購
入
希
望
者
は
十
一
月
十
五
日
ま

で
に
、
市
役
所
商
工
課
へ
お
申
込

み
下
さ
い
。

　

一
冊
六
〇
円
で
す
が
、
生
沢
便

覧
か
ら
県
勢
要
覧
、
市
町
村
々
覧

こ
の
ほ
か
日
常
必
要
な
常
識
が
二

十
余
槌
も
織
り
こ
ま
れ
て
お
り
、

内
容
は
昨
年
よ
り
も
豊
富
に
な
っ

て
い
ま
す
。

自
衛
官
第
四
次
募
集

奮
っ
て
応
募
を

　

本
年
度
第
四
次
内
衛
官
の
募
絹
が

始
室
っ
て
い
ま
す
。
十
八
歳
か
ら
二

十
五
歳
ま
で
の
男
子
で
身
心
と
も
健

全
な
方
は
奮
っ
て
応
募
し
て
下
さ
い

受
付
は
九
月
一
日
か
ら
十
二
月
二
十

五
日
ま
で
。
く
わ
し
い
事
は
市
総
務

課
で
お
問
い
あ
わ
せ
下
さ
い
。

人
争

　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
見
衛

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
に
補
す

る教
育
長
職
務
代
理
兼
大
野
ダ
民
力
長

を
命
ず
る

　

十
月
十
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　

寺
島
利
鏡

教
育
委
員
会
教
育
長
に
補
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

松
谷
仁
市

大
野
市
消
防
吏
員
に
採
用
し
大
野
市

消
防
士
を
命
ず
る

　

十
月
一
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　

土
谷
好
文

教
育
委
員
会
祐
会
教
育
課
長
兼
下
庄

公
民
館
長
を
命
ず
る

　

九
月
二
十
日
付



I
一
一
街
の
い
良
卿
拝
見

1
1
日
か
ら
経
営
外
部
診
断

十
一
月
十
一

日
か
ら
十
三

日
ま
で
の
三
日
間
、
中
小
企
業
診
断

員
経
営
師
山
家
先
生
を
招
右
、
店
頭

装
飾
、
商
品
陳
列
、
照
明
、
通
路
な

ど
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
商
店
街
へ
新
し
い
時
代
感

覚
を
取
り
入
れ
、
活
気
の
あ
る
通
り

に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
診
断
し
て
も
ら
う

も
の
で
ご
診
断
を
希
望
さ
れ
ろ
方
は

市
役
所
商
工
課
ま
で
お
申
込
み
ｙ
に
さ

い
。
も
し
申
込
数
が
多
く
で
今
年
診

断
で
き
な
い
場
合
は
、
今
年
診
断
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

浬

嘸

メモ

落
葉
果
樹

の
根
付

果樹

　

苗
木
の

植
付
は
十

一
月
中
に
行
う
。
秋
栢
は
剛

春
の
発
根
時
期
裏
で
に
土
に

よ
く
な
じ
み
、
発
根
量
が
多

く
芽
立
ち
も
、
そ
の
後
の
生
長
秦
よ

い
。
植
え
る
と
き
最
も
注
意
を
要
す

る
こ
と
は
、
根
を
乾
燥
さ
暑
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
、
深
植
に
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
。
苗
木
は
ぬ
れ
む
し
ろ

な
ど
に
包
ん
で
運
ぶ
よ
う
に
ず
る
。

そさい

一
、
え
ん
ど
う
の
種
ま
き

　

さ
い
用
品
随
は
「
八
雲
」

実
取
川
は
「
ウ
ス
ィ
」
が
よ

い
。
硬
ま
き
は
今
月
の
上
旬
、
早
す

ぎ
る
と
越
冬
力
が
弱
く
な
り
、
遅
す

ぎ
る
と
収
量
が
少
く
な
る
。
連
作
を

極
端
に
き
ら
う
か
ら
五
～
七
年
く
ら

い
の
・
輪
作
が
必
要
。

　

ニ
、
た
ま
ね
ぎ
今
月
の
上
、
中

旬
に
定
植
す
る
。
密
植
が
増
収
の
要

点
で
あ
る
か
ら
株
間
三
寸
、
坪
当
り

百
本
9
上
植
え
る
。
肥
料
は
酸
性
の

中
和
の
た
め
の
石
友
と
リ
ン
サ
ン
の

元
肥
施
用
に
注
意
す
る
。
過
シ
ン
ザ

ン
で
反
当
り
二
〇
ぼ
く
ら
い
。

土壌と肥料

　

レ
ン
グ
田
の
菌
核
病
防
除

　

茎
葉
が
没
す
る
て
い
ど
に

約
三
日
間
、
三
回
ぐ
ら
い
次

の
期
間
に
か
ん
水
す
る
。

第
一
回
－
十
月
下
旬
～
十
一
月
上
旬

第
二
回
丿
十
一
月
中
、
下
旬
。

第
三
叫
丿
十
二
月
上
句
。

　

地
力
の
維
持
稲
わ
ら
は
で
勺
る

だ
け
田
に
か
え
す
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
稲
わ
ら
は
た
い
き
ゆ
ろ
肥
と
し

て
施
す
の
が
最
亀
良
い
。

　

な
た
ね
の
定
植
な
た
ね
の
定
植

は
五
、
″
l
七
日
前
に
に
が
土
石
灰
、
ヶ

イ
サ
ン
石
灰
、
消
石
灰
な
ど
の
何
れ

か
を
反
当
り
三
〇
貫
内
外
施
し
、
耕

土
を
良
く
混
ぜ
酸
性
を
な
お
す
。

畜産

　

緬
山
羊
の
種
付
玄
だ
終

っ
て
い
な
い
も
の
や
、
受
胎

し
な
か
っ
た
も
の
は
も
よ
り

の
家
畜
保
健
衛
生
指
導
所
に
相
談
の

・
り
え
種
付
を
行
う
。
寒
さ
が
増
し
て

く
る
の
で
、
畜
舎
の
破
れ
た
所
は
修

繕
し
て
家
畜
の
衛
生
を
守
っ
て
や
る

長
い
冬
に
は
い
る
の
で
何
れ
の
家
畜

も
姿
勢
が
悪
く
な
る
か
ら
箭
天
の
日

に
っ
め
切
り
を
行
う
。

今
月
の
行
李

上
句
△
狂
犬
到
予
防
注
射
於

　

大
野
、
下
庄
、
上
庄
、
富
田
地
区

一
日
（
木
）
△
中
部
地
方
民
謡
踊

　

り
大
会
於
有
終
西
小
学
校
校
庭

二
日
（
金
）
△
下
庄
地
区
市
民
慰

　

安
演
芸
会
、
民
踊
大
会
於
下
庄

　

中
学
校
△
下
庄
地
区
慰
霊
祭

二
～
三
日
△
商
店
訪
問
競
争
、
生

　

花
、
写
真
、
家
庭
用
品
、
週
刊
雑
誌

　

の
で
き
る
迄
等
の
展
示
会
於
有

　

終
四
小
学
校
△
市
内
農
林
産
物

　

品
評
会
於
有
終
酉
小
学
校

二
～
四
日
△
下
庄
地
区
ソ
フ
ト
ポ

　

I
ル
大
会
於
下
庄
中
学
校
校
庭

三
日
（
土
）
△
下
叱
地
X
柔
剣
道

　

大
会
於
下
庄
中
学
校
講
堂

　

△
生
花
展
示
会
於
小
山
公
民
館

　

△
料
理
講
習
会
於
小
山
小
中
校

五
日
（
月
）
△
富
田
地
区
市
民
体

　

育
大
会
於
富
田
校
庭

五
～
十
六
日
△
出
張
所
管
内
秋
季

　

大
掃
除

十
日
（
土
）
△
ハ
ー
プ
、
ギ
タ
ー

　

演
奏
会
於
大
野
公
民
館

十
一
～
十
三
日
△
商
店
街
診
断

十
三
日
（
火
）
△
戸
籍
事
務
研
究
会

　

於
上
庄
出
張
所

下
旬
△
靖
国
神
社
遺
族
参
拝

文芸作品入賞者きまる

　

表彰は十一月三日

大野市教育委は会が行っていた

文芸序品懸賞募集は、多数の応

募即品がよせられ、九月末日に

締切られ、県文化協調会で審査

された結果が次の通り発表され

た。

　

◇詩部門第一位入選

　

「真名川ダム」水落小林久子

　

◇コント部門第一位入選

　

「おかゆ」水落小林久子

　

◇俳句部門第一位入選

　

「雑詠三旬」中神明山奥巌

また他の部門でも力作が出され

でいソこが、該当作品となるべき

ものはなかった。なお表彰式は

十一月三日の文化の日に行われ

ることになっている。

市民の明るい動ぶ⑩

勤
勉
と
節
倹
の
中
か
ら

ひ
ら
け
る
六
呂
師

　

六
呂
師
、
そ
れ
は
余
り
に
も
多
く

の
県
民
に
親
し
2
れ
て
い
て
、
今
さ

ら
説
明
の
裂
心
な
い
が
、
胎
の
つ
つ

じ
、
夏
の
ギ
ャ
ン
グ
、

秋
の
も
み
じ
、
冬
は
ス

キ
ー
の
に
ぎ
わ
い
と
、

四
7
夕
。
通
じ
て
社
会
の

め
玄
ぐ
る
し
さ
か
ら
離

れ
て
、
快
く
包
容
し
て

く
れ
る
県
民
の
オ
ア
シ

ス
で
あ
る
。

　

さ
て
こ
の
耶
洛
に
は

明
治
十
七
年
ご
ろ
有
志

二
十
一
名
で
節
倹
の
申

し
合
せ
が
取
り
き
め
ら

れ
て
、
節
倹
法
組
合
が

生
れ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
あ
た
り
で

昔
か
ら
盛
大
に
行
わ
れ
て
き
た
元
服

の
式
、
祝
儀
、
葬
式
な
ど
の
儀
式
を

簡
素
に
し
て
、
集
る
来
客
や
、
村
人

の
接
待
は
最
少
限
に
と
ど
め
、
節
倹

か
ら
得
た
金
を
規
約
の
と
お
り
積
立

金
に
し
て
置
く
組
合
で
あ
る
。
こ
の

積
立
金
は
、
部
落
内
で
起
っ
た
不
時

の
災
害
（
病
気
見
舞
金
、
家
畜
の
死

亡
）
部
落
道
路
の
新
設
、
お
よ
び
補

修
費
な
ど
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。

　

や
が
て
こ
の
善
行
に
部
落
民
は
注

目
を
集
め
、
大
正
十
二
年
に
は
企
部

落
民
が
こ
れ
に
加
入
し
た
。
今
も
な

お
区
長
宅
に
は
、
古
び
た
「
節
倹
に

よ
る
牧
金
附
込
帖
」
の
中
に
、
昭
和

三
十
年
度
の
収
金
を
記
し
た
新
し
い

墨
の
香
り
が
残
っ
て
い
た
。

　

六
呂
師
は
百
十
余
戸
の
大
部
落
で

あ
る
が
、
ま
と
ま
り
が
良
く
、
団
0

心
に
富
ん
だ
ぎ
落
で
あ
る
。

　

戦
前
は
馬
の
産
地
だ
っ
た
が
、
戦

後
は
和
牛
の
飼
育
が
盛
ん
に
な
り
今

で
は
約
四
十
頭
が
飼
わ
れ
て
お
り
、

一
昨
年
か
ら
、
こ
の
あ
た
り
に
恵
ま

れ
た
草
原
も
巧
み
に
利
用
し
て
、
二

十
町
歩
の
穴
牧
場
？
全
部
落
民
の
手

で
建
設
、
こ
気
牧
冊
な
ど
の
新
L
い

設
備
を
導
入
し
て
、
こ
こ
で
約
三
十

頭
の
牛
が
放
牧
さ
れ
て
い
ろ
。

　

ま
た
元
陸
軍
演
習
地
と
し
て
萄
わ

れ
て
い
た
六
昌
師
高
原
の
一
部
は
戦

後
地
元
民
に
開
拓
欧
と
」
こ
ゼ
元
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
二
回

四
畝
歩
が
開
柄
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
も
日
を
定
め
で
ラ
員
が
出
一
県
開
墾

1
て
い
る
。

　

か
く
し
て
、
山
は
ひ
ら
け
野
は
耕

さ
れ
、
土
地
の
最
高
度
利
用
の
面
か

ら
氷
、
市
発
展
の
歴
史
の
刻
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

（
写
真
は
共
同
開
畑
作
業
）

植
林
の
好
機

　

山
を
緑
に
し
よ
う

植
林
は
い
ま
が
一
番

適
期
で
す
。
一
本
で

も
多
く
植
え
、
子
孫

の
た
め
、
社
会
の
た
め
、
ま
た
大
野

市
の
発
展
の
た
め
に
も
植
林
し
よ
う

　

植
付
に
は
次
の
こ
と
に
十
分
気
を

配
り
、
植
つ
け
た
全
部
が
根
の
つ
く

よ
ろ
に
し
よ
う
。

△
苗
木
の
乾
燥
を
さ
け
、
苗
の
掘

　

取
り
か
ら
植
つ
け
ま
で
の
期
間
を

　

短
く
し
よ
’
つ
。

△
根
付
は
表
土
に
植
え
、
土
が
根

　

も
と
に
十
分
行
き
わ
た
る
よ
う
に

　

し
、
木
の
葉
や
石
こ
ろ
を
植
穴
に

　

入
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

△
根
を
十
分
0
ろ
げ
て
、
そ
の
間

　

に
上
が
ま
ん
べ
ん
に
行
き
わ
た
る

　

よ
う
に
し
て
土
を
入
れ
、
乾
燥
を

　

さ
け
る
た
め
に
落
葉
や
枯
草
な
ど

　

で
お
お
い
を
し
よ
う
。

※
大
野
市
の
治
山
治
水
は
植
林
か
ら
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③

国
民
皆
保
健

A
子
ｙ

入
れ
さ
せ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
か
？

　

お
答
＝
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る

援
護
家
庭
で
、
扶
助
を
受
け
る
よ
う

に
な
っ
た
原
因
を
厚
生
省
が
調
べ
た

と
こ
ろ
。
こ
の
原
因
の
六
割
が
世
帯

主
が
病
気
に
な
っ
た
と
か
、
ま
た
家

族
に
病
人
が
で
き
て
、
こ
れ
に
よ
る

家
計
の
貧
困
が
最
大
の
原
因
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
生
活
保
護
本
来
の
扶
助
で
あ
る

べ
き
生
活
扶
助
の
実
際
は
、
医
療
費

に
か
・
て
て
い
る
こ
と
か
ら
、
岡
民
生

爪
に
万
…
に
簾
費
の
負
担
が
実
に
爪
い
と

い
う
事
が
わ
か
り
宜
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
関
係
で

こ
れ
と
ほ
げ
同
様
の
い
わ
ゆ
る
拶
護

の
紗
す
れ
す
れ
ヤ
い
に
に
あ
る
家
庭
の

多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
不
均
衡
乞
な

く
す
る
意
味
で
も
、
ぜ
0
と
も
国
民

健
康
保
険
へ
全
国
民
甘
加
入
さ
せ
よ

う
と
い
ら
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

円
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
老
齢
年
金

沢
族
母
子
年
金
制
度
を
設
け
て
、
社

会
保
陣
制
度
の
確
立
を
図
る
よ
う
計

円
か
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

ぬ
け
る
ト
ン
ネ
ル
法
善
壁

九
゜
下
左
き
で
る
足
ヽ
ぶ

K
あ
が
と
し
バ
が
れ
る
滝

鉄
丿
流
け
い
国
壁
の
ぬ
し

ヽ
善
竜
り
原
口
法
頭
通
お

キ
F
九
を
な
十
と

ヽ
ル
夏
二
る
り
ネ
が

約
上
ま
ン
滝
・
ら
て
せ
ト
の
る

か
つ
に
上
降
け
駅
沿
上
1
霧
か

野
に
頭
・
ヽ
せ
大
川
が
う
ら
び

福
竜
壁
洗
か
あ
京
頭
岩
を
方
を 子供のしあわせを願い

母親と女教師の会

　

さ
る
十
月
二
十
日

午
後
一
0
か
ら
白
川
‥

時
間
、
有
終
出
校
で

大
野
川
府
内
の
に
罰

女
教
師
、
保
付
、
削

人
団
0
0
ベ
ド
余
名

の
参
球
の
心
と
に
、

付
親
と
女
政
師
〔
会

が
開
か
れ
、
始
終
9

心
に
研
究
が
続
け
ら

れ
多
く
の
収
穫
を
収
必
た
。

　

即
ち
研
究
テ
ー
マ
を
次
の
四
つ
に

分
け
て
各
分
科
会
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

の
助
言
者
と
と
も
に
研
究
さ
れ
た
。

一
、
学
習
お
よ
び
し
つ
け
に
つ
い
て

　

助
言
者
市
指
導
主
事
円
中
豊

　
　
　
　
　

森
目
校
長
大
谷
勉

二
、
環
境
お
よ
び
健
康
に
つ
い
て

　

助
言
者
県
「
子
供
を
守
る
会
」

　
　
　
　
　

知
事
夫
人
羽
根
明
子

三
、
働
く
子
供
お
よ
び
恵
ま
れ
な
い

　

子
供
に
つ
い
て

　

助
言
者
県
中
央
児
童
相
談
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
秀
尾

四
、
進
学
就
職
及
び
教
育
費
に
付
て

　

助
言
者
旧
教
育
長
滝
波
与
六

　
　
　
　
　

大
高
教
諭
宮
本
保

　

な
お
紙
面
の
関
係
上
細
部
に
つ
い

て
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

各
学
校
あ
て
に
こ
れ
ら
の
記
録
が
配

布
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
匈
真
に
羽
机
大
人
の
あ
い
召
つ
）

治御紋単］蔵

大
野
領
主
土
屋
左
馬
介
正
明

松
平
秀
康
に
じ
ゅ
ん
死

　

大
野
に
残
っ
て
い
る
領
主
の
墓
で

一
番
古
い
の
は
、
土
屋
左
馬
介
正
明

（
つ
ち
や
さ
室
の
す
け
ま
さ
あ
き
）

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
非
常
に
荒
れ
て

い
る
が
、
9
導
寺
墓
所
内

に
あ
る
。

　

正
明
は
昌
顎
（
玄
さ
は

る
）
と
も
い
い
、
甲
斐
の

国
（
由
梨
県
）
の
人
で
代

々
武
田
氏
に
仕
え
て
い
た

父
昌
次
（
玄
さ
つ
ぎ
）
は

武
田
5
頼
（
か
つ
よ
り
）
の

弟
で
土
屋
氏
の
養
子
と
な
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

　

武
田
氏
が
亡
び
る
と
、
昌
次
は
じ

ゆ
ん
死
し
た
。
正
明
は
徳
川
家
康
に

っ
か
え
、
沈
着
で
威
望
が
あ
り
、
正

直
で
決
断
力
の
あ
る
人
で
あ
っ
た
。

秀
康
は
そ
の
気
性
を
愛
し
、
父
に
願

っ
て
家
臣
と
し
た
。
関
が
原
の
合
戦

が
起
る
と
秀
康
に
従
い
、
宇
都
宮
に

出
陣
し
て
戦
功
を
た
て
た
の
で
、
慶

長
六
年
秀
康
が
越
前
に
封
ぜ
ら
れ
る

と
、
こ
の
功
を
賞
1
て
大
野
二
万
八

千
石
を
賜
わ
っ
た
。

　

正
明
は
大
野
に
入
封
す
る
と
庶
民

の
税
金
を
軽
く
1
、
社
寺
の
地
代
を

免
ず
る
な
ど
の
徳
行
が
あ
っ
た
の
で

こ
の
徳
を
非
常
に
庶
民
は
よ
ろ
こ
ん

だ
。

　

い
ま
も
洞
雲
寺
、
最
勝
寺
、
岫
慶

寺
、
徳
巌
寺
な
ど
に
そ
の
古
文
書
が

残
っ
て
い
る
。

　

ま
た
善
導
寺
を
野
口
村
（
現
在
の

二
番
と
三
番
上
鋸
町
附
近
）
か
ら
今

の
所
に
移
し
堂
を
建
て
て
、
い
ら
い

興
隆
の
基
か
開
い
た
。
そ
の
た
め
正

明
は
善
導
寺
中
興
開
基
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　

慶
長
十

二
年
う
る

う
四
月
八

日
、
恩
主

松
平
秀
康
公
が
死
な
れ
る
と
、
公
の

死
を
非
常
に
惜
し
ま
れ
て
、
徳
を
し

の
び
、
恩
に
む
く
い
る
た
め
に
公
の

墓
所
、
孝
顕
寺
（
福
井
市
足
羽
由
由

麓
）
で
公
を
追
っ
て
自
刃
（
じ
ゆ
ん

死
）
し
た
。
正
明
の
家
臣
、
右
衛
門

も
と
も
に
死
ん
ゼ
。
時
は
慶
長
十
二

年
四
月
十
一
日
で
あ
っ
た
。

　

公
の
遺
徳
を
し
の
び
現
在
の
墓
所

を
ぜ
ひ
市
の
文
化
財
と
し
て
修
復
L

て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
　

（
写
武
は
正
明
の
墓
）

胃

市
報
を
早
く
配
つ

て
ほ
し
い

市
報
第
二
十
八
号

（
十
月
一
日
発
行
）
は

十
月
十
三
日
に
よ
う
や
く
配
ら
れ
ま

し
た
。
私
は
直
に
各
戸
に
配
布
し
ま

し
た
が
、
記
事
の
中
の
お
知
ら
せ
な

ど
は
期
日
が
半
分
も
経
過
し
て
い
る

も
の
も
あ
り
、
そ
の
効
果
は
半
喊
し

て
し
ま
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
お
骨

お
り
も
ム
ダ
に
な
り
そ
う
な
気
が
し

て
残
ぶ
や
ら
気
の
毒
な
気
が
し
て
な

り
ま
せ
ん
。
せ
め
て
発
行
後
五
日
ぐ

ら
い
で
市
民
の
手
に
渡
る
よ
う
に
気

を
付
け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

（
萩
が
野
区
長
米
村
）

〔
お
答
〕
市
報
の
発
行
に
つ
い
て

あ
な
た
の
親
切
な
、
し
か
も
積
極
的

な
御
意
見
に
は
お
礼
申
し
ま
す
。
市

報
は
毎
月
二
十
七
～
八
日
頃
に
印
刷

所
へ
原
稿
を
渡
・
し
て
四
～
五
日
の
う

ち
に
、
文
選
、
写
真
製
版
、
校
正
刷

再
校
正
な
ど
を
経
て
、
発
行
は
一
日

か
二
日
に
は
て
き
あ
が
り
、
各
出
張

所
へ
配
っ
て
い
ま
す
。
経
費
の
関
係

も
あ
り
ま
す
の
で
、
各
区
長
さ
ん
ま

で
郵
送
も
言
ざ
ず
お
く
れ
る
第
も
あ

り
ま
す
が
、
今
後
は
な
お
一
層
注
意

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大根おろ

しの効力

４
し
犬
j
f

’
″
一

1
水
ア
メ
を
ま
せ
て
食
べ
る
と

セ
キ
ど
め
タ
ン
切
れ
に
効
果
か
お

り
玄
す
。

2
お
ろ
し
と
シ
ョ
ウ
ガ
と
1
々

に
ま
ぜ
て
の
む
と
、
声
の
か
れ
た

時
は
、
ふ
し
ぎ
に
声
が
よ
く
で
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

ろ
頭
痛
、
耳
の
痛
い
と
き
な
ど

ほ
ん
の
少
し
鼻
の
孔
に
つ
け
る
と

な
お
り
ま
す
。

4
た
た
み
に
イ
ン
ク
を
こ
ぼ
し

た
時
、
し
ぼ
り
か
す
を
の
せ
て
お

く
と
よ
く
吸
い
と
り
ま
す
。

た
き
火
は
消
防
署
へ
届
出
を

　

野
外
で
た
き
火
を
や
る
場
合
は
、

必
ず
事
前
に
消
防
署
へ
、
9
1
面
ま
た

は
電
話
で
届
出
を
し
て
下
さ
い
。
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